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秋田県立秋田南高等学校同窓会会報
「南 翔」　第82号
題字揮亳
　鈴木　義信 氏（4期・東京支部） 書道家

　令和５年４月、母校である秋
田南高校に赴任した。国道13号
線を通過する度に、新しくなっ
た校舎での勤務を願ってきた
が、ようやく叶えられた瞬間で
あった。
　旧校舎の面影は全くなく、自
分としては「新しい学校に異動
した」と少し冷静な気持ちで勤
務をスタートしたつもりだっ

たが、周囲からは「初のOB校長」として熱く迎えていただ
き、ありがたい気持ちと責任感をひしひしと感じたもの
だった。
　令和５年度当初にはまだコロナの影響が残っていた。
しかし、５月に新型コロナが５類に分類されるに伴い、
日常生活は「コロナ前」に戻っていき、学校での活動は活
発になった。生徒はそれまでのコロナ禍から解放され、
学校行事を楽しんでくれた。部活動も本来の姿を取り戻
した。そのため、教職員の勤務状況は負担が増加し、超過
勤務が目立つようになり、嬉しさ半分、気苦労半分の複
雑な心境であったことが思い出される。
　２年目を迎えた本年度、南高の歴史を塗り替える大き
な出来事があった。男子バスケットボール部が全県総体
決勝に進出し、熱戦を制して学校創立初の全県総体優
勝、インターハイ出場を手にしたのだ。この勝利の瞬間
に立ち会えたことは、私の一生の思い出となった。観客

席から聞こえるすさまじい南高生の応援や残り数秒の
一つ一つの試合の場面が、いまでも心の眼に、耳に焼き
付いている。南高生の底力を感じる素晴らしい瞬間で
あった。
　今、冬を迎えこうして原稿を作成していて、校長とし
て最後の年を母校で過ごせた幸運をしみじみと感じて
いる。これまで外部から南高を見てきた長い時間が、
たった２年間ですべて回収できたような気持ちでいる。
それぐらい充実した２年間であった。
　終わりに、これまで南高を支援し応援してくださった
多くの方々、特に、同窓会「南翔」及び教育振興会の皆さ
まには、心から感謝したい。中高一貫教育校となり新年
度で10年目を迎え、その教育的な成果も目に見える形で
現れ始めている。本校の「文武両道」の教育方針は脈々と
受け継がれてきている。これからの南高生の活躍にご注
目いただきたく心よりお願い申し上げ、校長としての最
後のあいさつといたします。ありがとうございました。

秋田県立秋田南高等学校・中等部

校長　佐　藤　　　進母校での２年間の思い出

教育者文部科学大臣表彰
佐藤進校長は、令和６年度教育者文部科学大
臣表彰を受けました。母校の卒業生でもある

佐藤進校長(19期)が受賞されたことは誠に喜ばしく、
同窓会一同お祝い申し上げます。

 

      

　　　教育者文部科学大臣表彰 
　　　佐藤進校長は、令和６年度教育者文部科学 
大臣表彰を受賞されました。母校の卒業生でもある
佐藤進校長(19期)が受賞されたことは誠に喜ばしく、

同窓会一同お祝い申し上げます。 
文部科学省では、昭和34年から、国公私立学校の校園長
や教員を対象に、学校教育の振興に特に顕著な功績の
あった方を称え、表彰を行っています。 

祝

文部科学省では、昭和34年から、国公私立学校の校園
長や教員を対象に、学校教育の振興に特に顕著な功績
のあった方を称え、表彰を行っています。

写真提供：秋田南高校
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　１月17日中央市民サービスセンター「センタース」に
おいて役員会が開かれ、同窓会設立60周年記念事業とし
て、式典・祝賀会を７月26日（土）17時ANAクラウンプラザ
ホテル秋田にて開催することを決定いたしました。
　式典・祝賀会は50周年時と同様に「南翔の集い」を拡大
して開催する予定です。企画運営は今年の当番期（下一
桁８）の方々と同窓会企画部会で組織する実行委員会が
あたります。実行委員会は今後「功労者表彰」の人選や講
演会の企画、そして何よりも少しでも多くの同窓会員に
参加いただけるよう取り組んでいくことになります。
　設立50周年記念事業では、キャッチフレーズ「在校生
と共に」の下各種事業を進めていきましたが、今回は新
年度に中等部10期目の生徒を迎えることから「在校生と
共に～中高一貫教育校設立10年目を迎えて～」を60周年
記念事業のキャッチフレーズといたしました。
　また、協賛事業として毎年恒例の「南翔ゴルフ同好会
記念コンペ」、さらに吹奏楽部OB会では秋田シンフォ
ニックウインドアンサンブル「第25回記念定期演奏会」
が「髙橋紘一先生没後20周年」「同窓会設立60周年」を
“冠”に、現役時代のコンクール課題曲・自由曲や定期演
奏会で恒例だったビッグバンドステージなどを披露す

　55期生による「翼会」開催に向けた準備委員会が１月
３日、秋田市のにぎわい交流館AU（あう）で同期生徒会長
斉藤萌加さん外同期生５人、佐藤利正元校長、深井裕之
元学年主任（現大館鳳鳴高校校長）、山岡緑三郎同窓会
長、９人が出席して行われました（＝写真）。
　会の冒頭、開催日時を８月11日（月・祝）15時、会場を秋
田駅前のANAクラウンプラザホテル秋田に決定したこと
が報告され、その後全体統括、会計、連絡、プログラムな
どの役割分担を決めていった。全体統括の幹事には斉藤
さんが就いた。また会の正式名称を「翼会」秋田南高校55
期同期会に決め、様々な案件について議論していった。
　55期生は卒業の年の暮れに発生したコロナ禍の下大
学生活を送ってきたわけで、「心配な面もあったがよく
ここまでこぎ着けてくれた」と深井先生が述べられた
が、両先生のサポートも忘れてはならないだろう。
　最後に佐藤元校長が話されたが、55期の会が終了した
ら56期生に引継ぎして次々とバトンが渡っていくよう
になれば素晴らしい。

秋田南高等学校同窓会設立60周年式典・祝賀会開催日決定
　　　日時：７月26日（土）17時　　会場：ANAクラウンプラザホテル秋田

る予定です。
　詳細が決まりましたら、南翔ホームページに掲載いた
します。また、式典・祝賀会のひと月前の６月下旬には地
元紙秋田魁新報紙上にて例年通り告知広告を掲載する
予定です。
　それでは当日、会場で皆様とお会いできることを楽し
みにしております。

　SNSなども駆使して準備を進めてきているようだが、
55期生の力を結集して笑顔で当日を迎えてもらいたい。

副会長　藤原常太（９期）

　　「翼会」とは
　会報71号に斉藤さんが一文を寄せているが、この
名称は校歌の一フレーズ「希望の翼羽ばたき行か
ん」を由来としている。25歳を迎える年に開催して
同期同士の横のつながり、先輩・後輩とのつながり
を大人になっても変わらず持ち続けて行こうとい
う思いから企画されました。55期生は令和７年度に
25歳を迎えます。

2025年度 総会・懇親会ご案内
日時：5月31日（土）17:00総会、18:00懇親会
会場：秋田市中通・パーティーギャラリーイヤタカ
懇親会費：3,000円(当日受付にて)
申し込み：出席の方は氏名・卒業期・携帯電話番号・
懇親会の参加不参加を明記してFAXかメールで下
記にお申し込みください。
山岡工業㈱営業部高橋　FAX:018-826-1565
e-mail：eigyo@yamaoka-ind.co.jp

「翼会」 秋田南高校55期同期会　開催決定
８月11日15時
ANAクラウンプラザホテル秋田
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TEL:018(846)0977　FAX:018（846）2469
E-mail:info@fru-ru.jp

ホームページ:http://www.fru-ru.jp

24期E組卒

◆無限の大空
　私は1979年卒業の15期生です。私が通った頃の南高
校の校舎は、コンクリート打ちっぱなしの旧校舎でし
た。外廊下の冬の寒さが伝説の、モダンな校舎で３年間
を過ごしました。
　あの頃の校風は、今思い返すとなんだかゆったりとし
ていたように感じます。のんびりしていたというか、お
おらかな感じでした。校門のあたりには緩い坂があり、
放課後にそこでスケートボードやフリスビーをしたこ
ともありました。他校の生徒と「映画鑑賞会」を作って、
年間100本以上洋画を鑑賞したことも。また、今では考え
られないでしょうが、女子（私もですが）はスカートを長
くしたり、男子はリーゼントでまるで「ビー・バップ・ハ
イスクール」のような生徒もいたのです。それでもいわ
ゆる「不良」扱いはされない雰囲気が当時はありました。
　男女共学でしたが、女子は圧倒的に数が少なく、同学
年では100名もいなかったと思います。
　そんな中、男女関係なく友人関係を築くことができた
ことも、南高校に入学したおかげだと感謝しておりま
す。仕事柄、卒業生の方にもよくお会いしますが、先輩・
後輩の絆はむしろ卒業してから強く感じます。秋田でも
もちろんですが、東京勤務で数年過ごしたときも、東京

株式会社ビィ・ウィズ
代表取締役

中安　留美（15期）

南翔会の先輩達に大変お
世話になりました。久しぶ
りの東京でも、とても心強
かったことを思い出します。
　私は現在、秋田市で人材
育成の「研修専門会社」を
経営しています。秋田県内
全域で、企業や商工会議
所、自治体の職員の方々へ
様々なメニューの研修を
行っています。
　在校生の皆様は、いずれは「就職」という道に進むわけ
ですが、そこがゴールではありません。
　社会人としてはそこからがスタートですね。毎年、３
月４月は秋田県内で約1,000名の新入社員や新規採用
職員の方々へ社会人の基本となるマナー研修をしてい
ます。そこで気づいた一番大切なことは、幼稚園の頃か
ら言われてきたことを実施できているかです。具体的に
は挨拶をする、返事をする、間違えたり迷惑をかけたら
謝る、感謝の言葉を発するというマナーの基本です。簡
単そうですが、大人になってからの実践が本当に大切です。
　もう子供ではない、でも大人でもない高校時代。高校
時代の経験は、良いことも残念なことも、嬉しいことも
悲しいことも、全部その後の人生に活かされていると思
います。
　少しおおざっぱで行き当たりばったりの私を、先生達
は否定することなく、見守ってくださいました。失敗を
恐れずに前に進む性格は、高校時代に伸び伸びと過ごす
ことで培われたのかなと最近気づきました。
　これからも、大好きな南高校のご発展を見守り続けた
いと思います。勇気をくれる校歌の一節にある「行く手
無限の大空に理想の光求めつつ」。

■秋の叙勲
『旭日双光章』（環境衛生功労）
　山岡緑三郎（３期）
『旭日双光章』（保健衛生功労）
　山田耕一郎（９期）
『瑞宝双光章』（郵政事業功労）
　嵯峨常信（９期）
『瑞宝単光章』（看護業務功労)
　野上順子（13期）

■秋の褒章
『黄綬褒章』（業務精励)
　加藤均（10期）

■同窓会からのお願い
＝住所変更届について＝
転勤等の引っ越しで住所が変更になる方は
お手数ですが、南翔HP「同窓会名簿変更依
頼」から、または学校へご連絡ください。
宛て所なしで戻ってくる会報が相当数あり
ご協力くださいますようお願いいたします。

＝年会費納入について＝
日頃より同窓会活動へのご理解とご協
力に感謝申しあげます。活動の大きな支
えとなる年会費として２千円の納入を
お願いしております。同封の払込用紙で
何卒納入くださいますようお願いいた
します。
※郵便局から現金で振込む場合かかっ
ていた110円の手数料が2024年1月か
ら無料になりました。
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 剣道部OB新年会を開催

　１月２日恒例の剣道部OB新年会を開催しました。
　剣道部OBは、県内外で様々な職に就き個々に磨きを
かけているなか昨年春に全日本都道府県対抗剣道大会
で岩川力選手・東京（44期）が、秋には全日本実業団剣道
大会でNTTの齊藤将吾選手（45期）、及川拓選手（55期）
の全国優勝の知らせがありました。
　毎年恒例のOB会主催運営の岩谷杯少年剣道大会で
は、佐藤進校長先生に同席いただき齊藤、及川両先輩を
招いて小中学生の剣士を前に剣道を通じて日々自ら課
題に取り組む大切さを教えていただきました。
　人口減少や価値観の多様性など、社会や母校が変貌す
るなか次世代を担う子供たちに南高剣道部の取り組み
が伝わればと思っています。
　また、南翔ゴルフコンペでは竹刀を持ち替えた先輩方

が堂々の3連覇を果たしました。
　OB会は全国大会をめざす高校生を後援しております
が、会そのものが人生の縮図となり会員も様々な立場で
躍動しているものと察しております。
　会の活動により私たちが母校で学んだ獨立自尊、文武
両道を大切に継承していきたいと考えています。

秋田南高校剣道部OB会
会長 菅原博明（18期 Ⅰ）

　昨年11月30日（土）に「ビブリオバトルin AKITA2024秋

田県大会」が行われ、中等部２年の加賀心結さんの『アリ

アドネの声』が中学生の部の準チャンプに、高校２年の

泉桜香さんが紹介した『死んだ山田と教室』がチャンプ

本に選ばれました。

　秋田県代表バトラーとなった泉さんは、１月26日（日）

に東京のよみうり大手町ホールで開催された第11回全

国高等学校ビブリオバトル決勝大会に出場しました。全

国各都道府県の代表など49名が集まり、予選では神奈川

県、京都府、沖縄県などの代表と６名でのバトルとなり

ました。

　紹介した本は、クラスの人気者 “山田”が亡くなった

あと、悲しみ

に包まれる

教室に声だ

けになって

帰ってくる、

という青春

小説です。泉

さんは冒頭

で、発表の中

で苗字を連

呼する「山田

さん」たちに

謝罪し、会場

に笑いが起

きました。セ

リフが多い

ので登場人

物になった

気分で読め

ることから

「どなたでも

この青春を

味わえる」と

強調し、ベス

トといえる

発表ができ

ました。結果は決勝に進むことができませんでしたが、

多くの観客の心に本の魅力を届けられたと思います。泉

さんは「いい経験になりました。悔いはないです」と力強

く話していました。

　今年度のビブリオバトルの大会には中等部から高校

まで６名のバトラーが参加しました。秋田地区大会から

練習会を何度も開催し、その都度バトラー同士や、観戦

した生徒、先生方からたくさんの助言がありました。お

互いによかった部分を言語化し、さらによくなる工夫を

伝え、聞き合えることが本校のチームとしての強みだと

思います。これからもその力を発揮して読書の輪を広げ

ていってほしいと思います。

知的書評合戦 ビブリオバトル2024知的書評合戦 ビブリオバトル2024    ～人を通して本を知る。本を通して人を知る～～人を通して本を知る。本を通して人を知る～

秋田南高等学校・中等部学校司書　杉山芙美子

「ビブリオバトルin AKITA(秋田県大会）
高校生の部」

優勝した泉桜香さん

左から、佐藤結陽さん(中１)、
泉桜香さん(高２)、

中学生の部準優勝　加賀心結さん(中２)
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運 動 部 活 動運 動 部 活 動

　　　　　　　 ３位　三浦　あい
男子個人　70m　１位　富樫　遥哉
バスケットボール部　男子　３位
ソフトテニス部　女子団体　2回戦敗退　０-３大曲
　　　　　　　　男子団体　1回戦敗退　０-３能代科技
ハンドボール部　ベスト４（３位決定戦21-25大曲農）
水泳部　男子　総合　６位
　　　　　　　200m自由形　２位　伊藤　竜弥
　　　　　　　400m自由形　１位　伊藤　竜弥
　　　　　　　100m背泳ぎ　２位　伊藤　優介
　　　　　　　200m背泳ぎ　２位　伊藤　優介
アーチェリー部
第39回東北高校アーチェリー選抜大会
女子団体　ベスト４
男子団体　決勝トーナメント1回戦敗退
陸上競技部　
第29回東北高等学校新人陸上競技選手権大会
女子　1600mリレー　８位　岡見、宇佐美、齊藤、伊藤
　　　砲丸投　　　 ５位　谷藤　里緒
　　　円盤投　　　 ７位　谷藤　里緒
男子　八種競技　　 ８位　加藤　幹斗
水泳部　　　　
第32回東北高等学校新人水泳競技大会
男子　200m自由形　２位　伊藤　竜弥
　　　400m自由形　１位　伊藤　竜弥　

第76回秋田県高校英語弁論・暗唱大会
弁論の部　２位　大村ふゆ花
ビブリオバトル2024 in AKITA（秋田県大会）
高校生の部　優勝　泉　桜香
　　　　　　チャンプ本「死んだ山田と教室」金子玲介（著）
第11回全国高等学校ビブリオバトル決勝大会　出場　泉　桜香
自然科学部　
第68回日本学生科学賞秋田県審査　
審査委員長賞　鳥類声紋分析班　

「カラス属の声紋分析の研究～音声コミュニケーションの解析～」
第45回秋田県高校放送コンクール
アナウンス　　　　　入選　小玉柊乃華
朗読　　　　　　　　入選　阿部　小夏　
ラジオキャンペーン　入選　「AきたIかが？ 」
　　　　　　　　　　　　　「愛もだいじユウモDAIJI」
演劇部
第55回秋田県高校演劇発表会　　最優秀賞　
第57回東北地区高校演劇発表会　優良賞　「Hello,Again」
文芸部
第42回秋田県高校文芸コンクール
文芸部誌部門　第二席　「岬　第62号」
詩部門　　　　第二席　本多　快成
第39回全国高等学校文芸コンクール
文芸部誌部門　優良賞　「岬　第62号」
詩部門　　　　優良賞　佐々木康平　「四月の子」
第32回秋田県高校総合文化祭　
詩部門　　　　第二席　本多　快成　　第三席　江戸　陽菜
第57回秋田県高等学校総合美術展
美術部　映像部門　推奨　鈴木　柚葉「ゆるす」
書道部　推奨　菅原　愛花「臨元詳造像記」
　　　　　　　西村　由奈「臨苕渓詩巻」
吹奏楽部
第47回秋田県アンサンブルコンテスト
金賞　金管７重奏（東北大会出場）
　　　打楽器５重奏

硬式野球部
第76回秋季東北高校野球秋田県大会
４回戦敗退　１－９秋田商　７回コールドゲーム　
サッカー部
第103回全国高校サッカー選手権秋田県大会
２回戦敗退　１－１（PK ２- ４）秋田
バスケットボール部
第77回全国高校バスケットボール選手権大会(ウインターカップ)
秋田県予選会
女子　１回戦敗退　34-59大曲
男子　ベスト８　　53-71大曲工
バレーボール部
第77回全日本バレーボール高校選手権大会秋田県予選
男子　１回戦敗退　０－２湯沢
水泳部
第78回国民スポーツ大会「SAGA2024」
少年Ａ　400m個人メドレー　４位　　　鈴木　大斗
少年Ａ　100m自由形	 　予選19位　斎藤　彗玖
少年Ｂ　400m自由形	 　予選18位　伊藤　竜弥
全県新人戦
サッカー部　ベスト８　１－１（PK ４-5）本荘
陸上競技部
女子　総合　１位　　　	
　　　100m　　　　 ５位　宇佐美心寧　６位　岡見　星祈
　　　200m　　　　 ４位　宇佐美心寧
　　　400m　　　　 ４位　伊藤　結菜
　　　400mH　　　　２位　齊藤　萌衣　８位　佐藤　茉子
　　　400mリレー　 ３位　伊藤、宇佐美、齊藤、岡見
　　　1600mリレー　２位　岡見、宇佐美、齊藤、伊藤
　　　棒高跳　　　 ５位　浅野あかね
　　　三段跳　　　 １位　齋藤　海侑
　　　砲丸投　　　 １位　谷藤　里緒
　　　円盤投　　　 １位　谷藤　里緒
　　　　　　　　　 ６位　畠山　陽依　８位　安達　碧海
男子　総合　５位	
　　　100m　　　　 ５位　渡邊　光徠
　　　800m　　　　 １位　伊藤　大智
　　　1500m　　　　２位　伊藤　大智
　　　1600mリレー　３位　塚田、伊藤、加藤、渡邊
　　　走幅跳　　　 ７位　齊藤　龍
　　　三段跳　　　 ７位　小熊　元
　　　やり投　　　 ７位　加藤　陽斗
　　　八種競技　　 １位　加藤　幹斗
剣道部　男子団体　ベスト４　　１-２明桜　　　　　
　　　　個人　ベスト４　　田上　朝陽、八木　銀太
山岳部　女子団体　　　３位
女子個人種目別天気図　３位　菅原　由希
男子個人種目別知識　　２位　石橋　仁琥　
バドミントン部
女子団体１回戦敗退　　0－３横手城南
　　個人単２部　　　　ベスト４　村岡すみれ
男子団体２回戦敗退　　１-３令和
　　個人単２部　　　　ベスト４　佐々木周平
アーチェリー部
女子個人　70m　１位　長山　泉澄　　２位　佐々木眞那
　　　　　　　 ３位　伊藤　吏沙
　　　　　30m　１位　伊藤　夏輝　　２位　伊藤　暖啓

株式会社 宇 佐 見 経 営
税理士　宇佐見　康伸（4･A）

税理士　宇佐見　昇平

TEL（018）832－8045
FAX（018）832－8195

文 化 部 活 動文 化 部 活 動
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ても母校の活躍を願うあまり、応援も熱狂的になるよう
だ。彼女の母校は「紫色」、母校愛ゆえ「熱狂的」になった
かは定かでないが、きっとそうだと思う。私はいつも同
伴者でしかないのだが、時として羨ましく感じてしまう
し、なんだか興奮のおすそ分けをいただいているような
気分で楽しくなる。
　私自身はいつどこで母校を熱狂的に応援できるのだ
ろう・・・やっぱり「甲子園」かな、今年も楽しみに待ちた
いものだ。

小笠原　和則（19期）

　今年の正月も東京で過ごした。雪国を脱出
したいわけではなく、例年の「箱根駅伝」観戦
のためである。
　私の妻は駅伝ファンで、大学三大駅伝はも
ちろん、箱根駅伝の予選会から各種記録会に
まで出かけるほどの「熱狂的なファン」。観戦
に行けない年は２日早朝からテレビの前に
正座をしてスタートを待つほどだ。秋のシー

ズンになると、「駅伝」と名の付くテレビ番組、YouTube
などはすべてチェックしているし、各大会の選手エント
リーを確認し、毎年「駅伝ノート」を作って観戦に備え
る。まさしく「筋金入り」だ。
　観戦地に出向くと「赤色、青色、緑色、えんじ色など」母
校愛の塊のような軍団に出くわす。OBはいくつになっ

　当会は平成14年２月９日に秋田南高校同窓会の承認
を得て活動しています
チーム戦・新ペリア方式（チーム４名又は３名のうち上
位３名のネット合計スコアで決定）

順 位 チーム名 氏　　　名 グロス/ネット

優 勝 剣道部OB・白
福田昭典/越前屋潤
佐々木真直/佐藤健司

232／216.4

準優勝
サドンデス
クラブC

宮腰壽/鎌田俊弘
三浦茂人/三浦隆利

282／223.2

第三位 Team　FKS
木内彰文/佐藤昭徳

二木存
257／224.6

＊剣道部OB・白チーム三連覇
個人戦・新ペリア方式（グロス／ネット）
同ネットの場合年齢順

優 勝 森本　大治　９期 84／70.8

準 優 勝 木内　彰文　17期 90／70.8

第 三 位 佐藤　健司　28期 77／71.0

第 四 位 相場　利治　５期 82／71.2

第 五 位 工藤　和文　10期 97／71.8

第 十 位 宮腰　　壽　６期 97／73.0

ベストグロス

男　性 佐藤　昭徳　22期 73 Out37   in36

女　性 佐々木かおる　10期 98 Out51   in47

　2024年９月29日
（日）どこまでも高
く澄み切った秋
空、絶好のゴルフ
日和となった南秋
田CCに同窓生が集
い、第24回2024南
翔ゴルフ同好会コ
ンペが開催されま
した。当初100名を
超えるエントリーでしたが最終的に１期生から43期生
まで97名の参加をいただきました。初参加が２チームあ
り裾野の広がりを感じ嬉しく思います。また今回も、東
京や県外から多数の参加をいただき盛り上げていただ
きました、御礼申し上げます。
　母校の歴史の中で、42歳程の年齢差のある同窓生が集
い同じスポーツを楽しみ、先輩後輩のコミュニケーショ
ンをはかり、それぞれ母校での青春時代を共有し絆を深
めること、このことが会の趣旨です。ゴルフをされる同
窓生で興味がある方、ぜひ参加いただければと思います。
　また、表彰式懇親会では山岡同窓会長から母校の近況
報告があり、躍進著しい進学状況や部活活動の活躍ぶり
などが紹介され近況に触れることができ、大いに盛り上
がりました。
　準備運営に携わる事務局の30期鈴木久和さん、幹事の
６期槙野良廣さん、９期藤原常太さん、20期鈴木洋光さ
ん、たいへん有難うございました。
ゴルフ会場、南秋田カントリークラブ
表彰式懇親会会場、アキタパークホテル

2024南翔ゴルフ同好会2024南翔ゴルフ同好会
～剣道部OB・白チーム三連覇～～剣道部OB・白チーム三連覇～

2025年南翔ゴルフコンペ開催概要！
皆様のご参加お待ちしています

　　開催日時　2025年９月28日（日曜日）で調整中
　　会　　場　南秋田カントリークラブ

南翔ゴルフ同好会　会長　宮腰　壽（６期）

山岡会長と優勝チーム

同窓会設立60周年記念


